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 総務文教委員会に付託されました、議案７件の審査の経過と結果について、主な質疑

を中心に御報告いたします。 

 

最初に、第５８号議案「専決処分の承認を求めることについて（藤枝市税条例等の一部

を改正する条例）」、及び第５９号議案「専決処分の承認を求めることについて（藤枝市都

市計画税条例の一部を改正する条例）」以上２件について、申し上げます。 

 

質疑もなく、採決の結果、全会一致で、いずれも原案のとおり承認すべきものと決定い

たしました。 

  

 

次に、第６２号議案「平成２６年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）」のうち、本委員

会に分割付託されました費目について、申し上げます。 

 

質疑もなく、採決の結果、全会一致で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 

 

次に、第６３号議案「藤枝市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例」について、申し上げます。 

 

質疑もなく、採決の結果、全会一致で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 

 

次に、第６４号議案「藤枝市税条例等の一部を改正する条例」について、申し上げます。 

 

初めに、「軽自動車税の改正による増額約 2800 万円、自動車取得税交付金廃止による減

額約 6500 万円、差し引き約 3700 万円は地方交付税で調整される制度になっているという

が本当に調整されるか伺う。」という質疑があり、 

これに対して、「地方財政計画上の歳入歳出の収支不足分を地方交付税として補填する

制度となっている。」という答弁がありました。 

 

 

次に、「軽自動車税の税率引き上げによる増額約 2800 万円の内訳を伺う。」という質疑が

あり、 

これに対して、「平成２８年度分から新規検査から１３年を経過した軽自動車等につい

て標準税率のおおむね２０％の重課分約 140 万円と、平成２７年度分から原付自転車及び

二輪車の標準税率を約１．５倍に引き上げた影響額約 1600 万円、及び平成２７年４月以降

に取得される新車からの影響額約 1100 万円を合わせて約 2800 万円となる。」という答弁が

ありました。 

 

続いて、討論に入り、 
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初めに、「市民にとって不可欠の移動手段となっている軽自動車に対して大幅な増税を

することは、市民の立場で賛成はできない。」という討論がありました。 

 

 

次に、「今回の改正は、地方税法の改正に伴うもので、やむを得ないものであり賛成す

る。」という討論がありました。 

 

 

以上のような審査を経て、採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。 

 

 

次に、第６７号議案「市有財産の取得について（普通消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）

５台）」について、申し上げます。 

 

初めに、「地域循環型経済が大事という立場から、入札時に地元業者が優先されているか

伺う。」という質疑があり、 

これに対して、「業種登録している市内業者、準市内業者を優先的に指名している。」と

いう答弁がありました。 

 

 

次に、「消防自動車を一括購入とした理由を伺う。」という質疑があり、 

これに対して、「基本的に通常の売買の場合、単品よりは複数台のほうが、効果が見込め

るという判断である。」という答弁がありました。 

 

このほか、特にご報告いたす質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。 

 

 

最後に、第６８号議案「市有財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車４台）」につ

いて、申し上げます。 

 

質疑もなく、採決の結果、全会一致で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 

以上、御報告いたします。 


